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１ 実施計画について 

（趣旨） 

   この実施計画は、高槻市文化振興ビジョン（平成２６年３月策定）で示した基本

方針や施策の方向性に基づき、担当課が展開していく施策や事業を総合的・体系的

に示すものです。 

高槻市文化振興ビジョンに掲げる目指すべき姿「いきいきと ひとが輝き まちが輝

く 市民文化都市 高槻」の実現に向けて、毎年進行管理を行い、計画の実効性確保に

努めます。 

 

 

（計画期間） 

  平成２６年度から平成２８年度まで（３か年） 

   文化芸術を取り巻く環境の変化や進行状況、時々の課題に合わせて柔軟に対応す

るため、実施計画の期間は３年間としています。なお、実施計画は、ローリング方

式（長期計画と実績の乖離を防ぐために、施策・事業の見直しや修正を定期的に行

うこと）により毎年見直しを行います。 

 

 

 

（計画体系図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高槻市文化振興ビジョン 

（計画期間：平成２６年度～平成３２年度） 

実施計画 

（計画期間：平成２６年度～平成２８年度） 

（平成２６年３月策定） 

（平成２６年６月策定） 
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２ 年次事業計画について 

（趣旨） 

   進捗管理を行うため、各事業は、実施計画において設定する「長期的課題・方向

性等」に向けて各年度の事業計画を設定するとともに、当該年度終了後に実績報告

を行います。 

 

（掲載内容） 

施策 
ビジョンに掲げる基本方針や施策の方向性に基づく施策を記載していま

す。 

事業名称 施策に対する事業を挙げています。 

事業概要 事業に対する具体的な事業内容を記載しています。 

担当課 施策（事業）の実現に必要な市の担当課を記載しています。 

実施年度 
各年度の年次目標を表示しており、調査研究、検討、実施の表現を用い

ています。 

長期的課題 

・方向性等 
各事業が抱える課題や、長期的な方向性を記載しています。 

各
年
度 

実績 各事業が取り組んだ内容を記載しています。 

事業計画 
長期的課題・方向性に向けて、当該年度において各事業が取り組む内容

を記載しています。 

方向性 
当該年度における各事業の方向性を表示しており、拡充、成果維持、 

縮小の表現を用いています。 
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（進捗状況の概要） 

 

 
事業数 

（再掲事業を除く） 

方向性 

拡充 成果維持 縮小 

平成２６年度 

事業計画 
７６ １５ ６１ ０ 

平成２７年度 

事業計画 
７６ １０ ６６ ０ 

平成２８年度 

事業計画 
７６ ８ ６８ ０ 

  

平成２８年度事業計画では、全７６事業のうち、事業 No.１１「創造系事業（舞台芸

術）」では、公募した若手劇団による短編作品上演会を開催するほか、事業 No.１３「地

域の施設へのアウトリーチの推進」では、地域コミュニティで交流コンサートを開催し

ます。また、事業 No.３９「子ども対象のコンクールの開催」では、高槻市文化祭にお

いて音楽コンクールを開催するなど、各事業において新たな取組を進めます。 

一方、市民が利用しやすい環境づくりとして、事業 No.５６「生涯学習センターの管

理運営」では、多目的ホールの舞台設備などをリニューアルするほか、No.５９「文化施

設予約システムの運用」では、施設予約システムの更新に合わせて利便性の向上を検討

していきます。 

また、事業 No.６０「市民会館建替」では、新しい文化施設の基本設計に取り組むほ

か、文化事業・組織体制などソフト面の具体的な検討を進めるなど、計８事業において

拡充の方向性で取り組んでいきます。
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【参考】文化振興ビジョン 施策体系図 

基本方針 施策の方向性 施策 

Ⅰ 

“高槻”

の魅力を 

高める 

Ⅰ-１ 都市魅力の発掘・創造 

１ 特色ある文化的資源の把握 

２ 
活力ある文化芸術活動、成長が期待さ

れる文化芸術の育成・創造 

Ⅰ-２ 都市魅力の発信 ３ 様々な情報発信手段の活用 

Ⅱ 

文化芸術

に 親 し

む・ ひ

ろげる・ 

ささえる 

Ⅱ-１ 

文化芸術に親

しむきっかけ

づくり 

① 
文化芸術を身近に

感じる機会の充実 

４ 優れた文化芸術に親しむ機会の充実 

５ 創造性を育む機会の充実 

６ 身近に参加できる文化芸術事業の推進 

７ 
高齢者・障がい者が文化芸術にふれる

機会の充実 

８ 
若年層、働く世代、子育て世代が文化

芸術にふれる機会の充実 

９ 文化芸術を活用した事業の実施 

② 
子どもが文化芸術

にふれる 
１０ 子どもが文化芸術にふれる機会の充実 

Ⅱ-２ 

文化芸術活動

の場を ひろ

げる・つなげ

る 

① 
拠点文化施設の 

充実 

１１ 市民が利用しやすい環境づくり 

１２ 市民会館建替 

② 
地域の文化芸術活

動の場の充実 

１３ 市民が身近に活動できる環境づくり 

１４ 地域で文化芸術にふれる機会の充実 

③ 
学校や関連施設と

の連携 
１５ 学校や関連施設等との連携 

Ⅱ-３ 

自主的な文化

芸術活動をさ

さえる 

① 
社会全体で支援す

る文化芸術活動 

１６ 文化芸術活動への支援 

１７ 文化芸術活動を支える人材の育成 

② 情報機能の強化 １８ 文化芸術のネットワーク構築 

 



H26 H27 H28 事業計画 方向性 事業計画 方向性

1 芸術家等の情報の把握

情報の活用に向けて、(公財)高槻
市文化振興事業団と連携し、高
槻市にゆかりのある芸術家・団
体に関する情報の把握・集約を
図る。

文化スポーツ振興課 調査研究 検討 検討

芸術家・団体の情報を
データベース化し、利活
用の手法について検討を
行う。

アーティスト・文化団体等の情報集約を図るととも
に、事業化の方向性を検討する。

成果維持
アーティスト・文化団体等の情報集約を図るととも
に、市民等からの問合せ対応に活用した。

アーティスト・文化団体等の情報集約を図るととも
に、さらなる情報の利活用の方法について検討す
る。

成果維持

2 芸術家等の表彰
芸術家や団体等を文化の日記念
式典で表彰する。また、国・府
等への表彰推薦を行う。

文化スポーツ振興課
秘書課

(教)総務課
実施 → →

表彰により、その功績に
報い更なる活躍を促すと
ともに、功績を市民へ広
く発信する。
また、文化芸術に特化し
た表彰制度・手法を研究
する。

文化の日記念式典において、優れた功績がある芸術
家・文化団体等を表彰する。あわせて、受賞者につ
いては広報誌に掲載し、その功績を発信する。
また、国・府等への推薦を行う。

成果維持
文化の日記念式典での表彰
教育功労賞：１０名(個人)、１０団体

文化の日記念式典において、優れた功績がある芸術
家・文化団体等を表彰する。あわせて、受賞者につ
いては広報誌に掲載し、その功績を発信する。
また、国・府等への推薦を行う。

成果維持

3
(公財)高槻市文化振興事
業団支援事業

文化会館の指定管理者である(公
財)高槻市文化振興事業団の事業
に対して活動支援を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →

市民会館の建て替えを視
野に入れ、市の文化振興
施策に基づいた積極的な
事業展開を促していく。

(公財)高槻市文化振興事業団が主催・共催する文化
事業(友の会会員向け事業を除く)を支援するため、
補助金を交付する。
　また、文化振興事業団と連携し、市民会館建替の
方向性と整合を図り、今後の事業展開の方向性を検
討する。

拡充

(公財)高槻市文化振興事業団が主催・共催する文化
事業(友の会会員向け事業を除く)に対して、補助金
を交付するなど支援を行った。
　なお、平成２７年度は市民会館大ホールの天井改
修工事に伴う休館が影響し、事業本数、来場者数が
減少した。
　主催：４０事業、１４，８０４人来場
　共催：２６事業、４４，４２１人来場

(公財)高槻市文化振興事業団が主催・共催する文化
事業(友の会会員向け事業を除く)を支援するため、
補助金を交付する。
　また、文化振興事業団と連携し、市民会館建替の
方向性と整合を図り、今後の事業展開の方向性を検
討する。

拡充

4
高槻ジャズストリート支
援事業

高槻ジャズストリートが継続的
かつ安定して実施されるよう、
同実行委員会に対して活動支援
を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →

継続的かつ主体的に実施
することができるよう、
安全に配慮した事業運営
を促すとともに、成熟し
たイベントとして運営ノ
ウハウを引き継げるよう
支援していく。

高槻ジャズストリート実行委員会が主催する「第１
７回高槻ジャズストリート」に対して補助金を交付
するなど支援を行う。
　開催日：平成２７年５月３日、４日

成果維持

高槻ジャズストリート実行委員会が主催する「第１
７回高槻ジャズストリート」に対して補助金を交付
するなど支援を行った。
　開催日：平成２７年５月３日、４日
　会場数：５７会場
　入場者数：約１０万名

高槻ジャズストリート実行委員会が主催する「第１
８回高槻ジャズストリート」に対して補助金を交付
するなど支援を行う。
　開催日：平成２８年５月３日、４日

成果維持

5
高槻アート博覧会支援事
業

高槻アート博覧会が継続的かつ
安定して実施されるよう、同実
行委員会に対して活動支援を行
う。

産業振興課 実施 → →

事業の継続的かつ安定し
た運営のため、恒久財源
確保の仕組みを構築する
必要がある。そのために
も、より発信・集客力の
ある質の高いアートイベ
ントを目指す。

今年度で１５周年を迎える高槻アート博覧会。
「アートのまち高槻」を広く発信することで、交流
人口増による賑わいを創出し、中心市街地の活性化
を図る目的で開催する。
具体的には、11月の約1ヶ月間、巨大絵画アーケー
ド展などの作品展示や、11月中旬のコアイベント日
には、地元企業の協力によるワークショップ、若手
アーティストや大学生によるライブペイントなどの
アート企画を中心市街地各所で展開する。

成果維持
平成２７年１１月１日～１１月３０日　実施
１１月１４日、１５日　コアイベント開催
期間中来場者数　約１０，０００人

11月の約1ヶ月間にわたる巨大絵画アーケード展な
どの作品展示や、11月中旬にはコアイベント日を設
定し、ワークショップ、若手アーティストや大学生
によるアート企画を中心市街地各所で展開。「アー
トのまち高槻」を広く発信することで、交流人口増
による賑わいを創出し、中心市街地の活性化を図
る。

成果維持

6
文化芸術の育成・創造事
業(舞台芸術)

(公財)高槻市文化振興事業団への
補助を通して、高槻現代劇場を
拠点に、文化芸術を育成・創造
する事業を実施する。また、市
民の文化活動を支援する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

実行委員会形式など市内
で活動する文化団体と連
携し、市民参加型の事業
を推進し、より一層の充
実を図る。

(公財)高槻市文化振興事業団が9事業(主催6・共催
3)を実施する。
市民から公募した合唱団とプロオーケストラとの市
民合唱、市内外の９校の高校吹奏楽部による演奏発
表会、市内高校ダンス部41チームが参加する高校生
ダンス発表会などを開催する。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団が11事業(主催6・共催
5)を実施した。
市民から公募した合唱団とプロオーケストラとの市
民合唱、市内外の９校の高校吹奏楽部による演奏発
表会、市内高校ダンス部等３４チームが参加する高
校生ダンス発表会などを開催した。

(公財)高槻市文化振興事業団が１７事業(主催８・共
催９)を実施する。
市民から公募した合唱団とプロオーケストラとの市
民合唱、市内外の１０校の高校吹奏楽部による演奏
発表会、市内高校ダンス部が参加する高校生ダンス
発表会、市内の和太鼓グループによる和太鼓演奏会
などを開催する。

成果維持

7 劇場公演情報等の充実

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、高槻現代劇場での催しを
中心に、市内で行われる文化芸
術事業に関する情報を広く提供
する。

文化スポーツ振興課 実施 → →
公演や催し物情報の発信
を充実させるため、媒体
の効果的な活用を図る。

(公財)高槻市文化振興事業団と連携し、高槻現代劇
場の会館敷地内の掲示スペースで関係情報のポス
ター掲出及びチラシを配架する。年6回の情報誌発
行、ホームページ、携帯サイトへの事業掲載、市内
各所におけるチラシ配架やポスター掲示、広報誌や
新聞折り込みチラシ、ダイレクトメール、ケーブル
テレビやタウン誌などを利用して情報提供を行う。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団と連携し、高槻現代劇
場の会館敷地内の掲示スペースで関係情報のポス
ター掲出及びチラシを配架した。年6回の情報誌発
行、ホームページ、フェイスブック、携帯サイトへ
の事業掲載、市内各所におけるチラシ配架やポス
ター掲示、広報誌や広報折り込みチラシ、ダイレク
トメール、ケーブルテレビやタウン誌などを利用し
て情報提供を行った。

(公財)高槻市文化振興事業団と連携し、高槻現代劇
場の会館敷地内の掲示スペースで関係情報のポス
ター掲出及びチラシを配架する。年6回の情報誌発
行、ホームページ、フェイスブック、携帯サイトへ
の事業掲載、市内各所におけるチラシ配架やポス
ター掲示、広報誌や広報折り込みチラシ、ダイレク
トメール、ケーブルテレビやタウン誌などを利用し
て情報提供を行う。

成果維持

8
インターネットの発信力
強化

情報発信力を高めるため、市
ホームページの更なる活用を図
る。また、ソーシャルメディア
等の導入について検討する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

文化芸術に関する情報を
集約するほか、事業報
告・コラム等を掲載する
など、ページとしての魅
力を高める。

本課の後援事業を含む文化事業について「文化イベ
ント」ページの充実を図るとともに、市主催事業の
事業報告ページを作成する。

成果維持

本課の全ての後援事業を含む文化事業について「文
化イベント」ページを作成し、情報発信を図った。
また、主催事業については事業報告のページを作成
し、事業実施後の情報発信を図った。

本課の後援事業を含む文化事業について「文化イベ
ント」ページのほか、市主催事業の事業報告ページ
の充実を図るとともに、インターネットを通じた情
報発信力の向上に向けた取組を検討する。

成果維持

9 市外へ向けた情報発信

本市の魅力ある文化芸術を広く
発信するため、(公財)高槻市文化
振興事業団や他分野等との連携
により、市外へ向けた情報発信
を行う。

文化スポーツ振興課 検討 実施 →

公演や催し物情報の市外
への発信を充実させるた
め、媒体の効果的な活用
を図る。

高槻現代劇場での催し等について、新聞各社へのプ
レスリリース、ミニコミ誌や関西チラシ手帖(スマー
トフォンアプリ)への情報掲載、市外の会館における
チラシはさみこみや、情報誌の配架を依頼するなど
情報提供を行う。

成果維持

高槻現代劇場での催し等について、新聞各社へのプ
レスリリース、ミニコミ誌や関西チラシ手帖(スマー
トフォンアプリ)への情報掲載、市外の会館における
チラシはさみこみや、情報誌の配架を依頼するなど
情報提供を行った。

高槻現代劇場での催し等について、新聞各社へのプ
レスリリース、ミニコミ誌や関西チラシ手帖(スマー
トフォンアプリ)への情報掲載、市外の会館における
チラシはさみこみや、情報誌の配架を依頼するなど
情報提供を行う。

成果維持

事業
No.

事業名称 事業概要 担当課

平成２８年度事業計画実施年度 平成２7年度事業計画

長期的課題・方向性等 平成２７年度実績
基本
方針

Ⅰ-1

特色ある文化
的資源の把握

活力ある文化
芸術活動、成
長が期待され
る文化芸術の
育成・創造

施策
No.

施策

Ⅰ-2

1

2

3
様々な情報発
信手段の活用

5



H26 H27 H28 事業計画 方向性 事業計画 方向性

事業
No.

事業名称 事業概要 担当課

平成２８年度事業計画実施年度 平成２7年度事業計画

長期的課題・方向性等 平成２７年度実績
基本
方針

施策
No.

施策

4
優れた文化芸
術に親しむ機
会の充実

10 鑑賞系事業(舞台芸術)

(公財)高槻市文化振興事業団への
補助を通して、高槻現代劇場を
拠点に、あらゆる世代に対し
て、優れた文化芸術の鑑賞機会
を提供する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

あらゆる世代の市民に対
し、幅広い分野で質の高
い、多種多様な事業を実
施するなど事業内容の充
実を図る。

(公財)高槻市文化振興事業団が全1２事業(主催８・
共催４)を実施する。
高槻市出身の指揮者・ソリストが出演するオーケス
トラコンサートのほか、桂米朝一門会、茂山一族狂
言会、高槻明月能など一流出演者により毎年継続し
ている公演などを開催する。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団が全1５事業(主催１
０・共催５)を実施した。
高槻市出身の指揮者・ソリストが出演するオーケス
トラコンサート、有名アーティストのワンコインコ
ンサート、０歳児から入場できる吹奏楽コンサート
のほか、桂米朝一門寄席、茂山一族狂言会、高槻明
月能など一流出演者により毎年継続している公演な
どを開催した。

(公財)高槻市文化振興事業団が全1６事業(主催１
０・共催６)を実施する。
高槻市出身の指揮者が出演するオーケストラコン
サート、高槻市出身アーティストによるポップスコ
ンサートのほか、桂米朝一門寄席、茂山一族狂言
会、高槻明月能など一流出演者により毎年継続して
いる公演などを開催する。

成果維持

5
創造性を育む
機会の充実

11 創造系事業(舞台芸術)

(公財)高槻市文化振興事業団への
補助を通して、高槻現代劇場を
拠点に、新たな文化芸術を創造
する事業を実施する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

芸術家や芸術団体の創作
活動に対する支援のあり
方やネットワーク作り、
発表機会のあり方を検討
するとともに、人材育成
に努める。

(公財)高槻市文化振興事業団が全４事業(主催３・共
催1)を実施する。
「高槻de演劇　秋のプログラム」での、公募した市
民劇団の公演のほか、初心者向けワークショップ
(ユース・シニア)などを実施して人材の育成を図
る。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団が全７事業(主催３・共
催４)を実施した。
「高槻de演劇」では、公募した市民劇団の公演など
継続的な取組みのほか、初心者向けワークショップ
(ユース・シニア)を実施して人材の育成を図った。
そのほか、高槻の昔話を短い演劇作品に仕立てる
ワークショップを実施した。

(公財)高槻市文化振興事業団が全４事業(主催３・共
催1)を実施する。
「高槻de演劇」では、公募した市民劇団の公演など
継続的な取組みのほか、高槻を拠点に活動している
若手劇団を公募する短編作品上演会を実施する。
また、昨年から始めた高槻の昔話を演劇作品に仕立
てるワークショップを引き続き実施する。

成果維持

12 普及系事業(舞台芸術)

(公財)高槻市文化振興事業団への
補助を通して、高槻現代劇場を
拠点に、気軽に参加できる事業
を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

普段、高槻現代劇場へ足
を運ぶことの少ない市民
に対し、気軽に参加でき
る事業を開催して、舞台
芸術に触れる機会の提供
に努める。

(公財)高槻市文化振興事業団が全15事業(主催13・
共催2)を実施する。
子どもを対象とした鑑賞・体験型プログラムや、レ
クチャー＋オペラ「椿姫」、歌舞伎俳優によるお芝
居の魅力を探るフォーラム、狂言や高槻明月能の演
目をわかりやすく解説するプレイベントなどレセプ
ションルームで身近な距離で親しむ催しを開催す
る。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団が全２６事業(主催２
２・共催４)を実施した。
子どもを対象とした鑑賞・体験型プログラムや学校
アウトリーチ事業、レクチャー＋オペラ「椿姫」、
歌舞伎俳優によるお芝居の魅力を探るフォーラム、
狂言や高槻明月能の演目をわかりやすく解説するプ
レイベントなどレセプションルームで身近な距離で
親しむ催しを開催した。

(公財)高槻市文化振興事業団が全1９事業(主催1５・
共催４)を実施する。
子どもを対象とした鑑賞・体験型プログラムや、狂
言や高槻明月能、オーケストラ公演の内容をわかり
やすく解説するプレイベントなどレセプションルー
ムで身近な距離で親しむ催しを開催する。

成果維持

13
地域の施設へのアウト
リーチの推進

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、劇場へ足を運ぶ機会が少
ない市民に向けて、地域の施設
へのアウトリーチ事業を実施す
る。

文化スポーツ振興課 実施 → →
地域の施設と連携し、ア
ウトリーチ事業の計画的
な実施に努める。

地域の活性化に寄与し、劇場に足を運ぶことが困難
な人に、施設で音楽にふれてもらう出前コンサート
として、(公財)高槻市文化振興事業団が高槻音楽家
協会との協働で病院でのクリスマスコンサートを開
催する。

成果維持

地域の活性化に寄与し、劇場に足を運ぶことが困難
な人に、施設で音楽にふれてもらう出前コンサート
として、(公財)高槻市文化振興事業団が高槻音楽家
協会との協働で病院でのクリスマスコンサート(３回
公演)を実施した。

地域の活性化に寄与し、劇場に足を運ぶことが困難
な人に、施設で音楽にふれてもらう出前コンサート
として、（公財）高槻市文化振興事業団が病院での
クリスマスコンサートや地域コミュニティで交流コ
ンサートを開催する。

拡充

14 高槻市美術展の開催
創作活動の発表の場と作品を鑑
賞する機会を提供するため、高
槻市美術展覧会を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

美術に取り組む人の目標
となるよう展覧会として
の魅力を高める。また、
幅広い世代が参加したく
なるような事業展開を図
る。

高槻市美術家協会との協働により、下記の要領で開
催する。
また、本年度は引き続き関西大学との協働によるポ
スター制作や開場時間の延長、近隣飲食店とのキャ
ンペーンを実施する。
　会期：平成2７年9月１６日～２０日　10時～20
時
　部門：日本画・洋画・立体造形・工芸・書・写
真・デザイン

成果維持

高槻市美術家協会との協働により、下記の要領で開
催した。また、来場者の増加に向けては、関西大学
との協働によるポスター制作や、近隣飲食店との
キャンペーン、開場時間の延長を実施した。
　会期：平成2７年9月1６日～2０日　10時～２０
時
　部門：日本画・洋画・立体造形・工芸・書・写
真・デザイン
　来場者数：延べ８，１８１人
　展示点数：４２８点

高槻市美術家協会との協働により、下記の要領で開
催する。
本年度は引き続き関西大学との協働によるポスター
制作や開場時間の延長、近隣飲食店とのキャンペー
ンを実施するとともに、これらの取組の効果検証を
アンケートを通して実施する。
また、新たな取組として、小・中学校を招待する事
業を検討する。
　会期：平成2８年9月21日～２5日　10時～20
時
　部門：日本画・洋画・立体造形・工芸・書・写
真・デザイン

拡充

15 高槻市文化祭の開催
文化の日を中心に高槻市文化祭
実行委員会との協働により、高
槻市文化祭を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

幅広い世代が参加しやす
くなるような事業展開を
図る。また、文化祭実行
委員会の主体的な運営を
促進する。

文化祭実行委員会との協働により、下記の要領で開
催する。また、「こどものための文化祭」について
は、参加団体の拡大を図るとともに、効果的な実施
方法について検討する。講演会については、効果的
な実施方法を検討する。
　期間：平成2７年10月1０日～11月８日
　参加団体数：４０団体　　事業数：４６事業

成果維持

文化祭実行委員会との協働により、舞台芸術や生活
文化など各団体の主催事業、講演会、絵画・俳句コ
ンクールを開催した。
また、実行委員会との協働により、茶席体験や琴の
演奏体験、舞台鑑賞など「こどものための文化祭」
を参加団体の拡大、内容充実を図った。
　期間：平成2７年10月1０日～11月８日
　参加団体数：２３団体　　事業数：２９事業
　入場者数：１６，３０４人
　※市民会館大ホールの休館に伴う会場変更や、府
知事選挙に伴う一般公募団体の展示の取りやめなど
により入場者数が減少した。

文化祭実行委員会との協働により、下記の要領で開
催する。
「こども文化祭」については、文化祭実行委員会へ
委託し、参加団体による柔軟な企画運営がされるよ
う支援を行う。
また、子どもに向けた事業を充実させるため、講演
会については開催せず、新たに子どもを対象とした
音楽コンクールを開催する。
　期間：平成2８年10月８日～11月1３日
　参加団体数：4１団体　　事業数：46事業

拡充

16 安満遺跡青銅祭支援事業
歴史を通じて市民の交流を促進
する安満遺跡青銅祭の実行委員
会に対して活動支援を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →
市民の交流を促す安満遺
跡青銅祭の活動が広がる
よう支援する。

高槻の歴史的文化遺産を活かした交流イベント「安
満遺跡青銅祭」を主催する同実行委員会に対して補
助金を交付するなど支援を行う。

　日時：平成2７年１０月２５日
　場所：高槻城跡公園野球場

成果維持

高槻の歴史的文化遺産を活かした交流イベント「安
満遺跡青銅祭」を主催する同実行委員会に対して補
助金を交付するなど支援を行った。
　日時：平成2７年1０月２５日
　場所：高槻城跡公園野球場
　来場者数：約１０，０００人

高槻の歴史的文化遺産を活かした交流イベント「安
満遺跡青銅祭」を主催する同実行委員会に対して補
助金を交付するなど支援を行う。

　日時：平成2８年１０月２３日
　場所：高槻市立桃園小学校

成果維持

17 ロビーコンサートの開催
市民との協働により、市役所ロ
ビーにてランチタイム・ロビー
コンサートを開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

市民との協働により実施
していくほか、幅広い世
代が興味を持つよう事業
展開を図る。

高槻音楽家協会との協働により、下記の要領で開催
する。
　日時：毎月第４水曜日(４・２月を除く)
　　　　12時10分～12時40分
　回数：１０回

成果維持

高槻音楽家協会との協働により、下記の要領で開催
した。
　日時：毎月第４水曜日(4・2月を除く)
　　　　12時10分～12時40分
　回数：１０回
　来場者数：延べ１，000人

高槻音楽家協会との協働により、下記の要領で開催
する。
　日時：毎月第４水曜日(６・２月を除く)
　　　　12時10分～12時40分
　回数：１０回

成果維持

Ⅱ-1-①

Ⅱ-1-① 6
身近に参加で
きる文化芸術
事業の推進
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H26 H27 H28 事業計画 方向性 事業計画 方向性

事業
No.

事業名称 事業概要 担当課

平成２８年度事業計画実施年度 平成２7年度事業計画

長期的課題・方向性等 平成２７年度実績
基本
方針

施策
No.

施策

18 市民寄席の開催
市民との協働により、市民寄席
を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

市民との協働により実施
していくほか、幅広い世
代が興味を持つよう事業
展開を図る。

噺の会じゅげむとの協働により、下記の要領で開催
する。
　日時：５月、７月、９月、１１月、１月、３月
　　　　１４時から１６時
　回数：６回

成果維持

噺の会じゅげむとの協働により、下記の要領で開催
した。
　日時：５月、７月、９月、１１月、１月、３月
　　　　１４時から１６時
　回数：６回
　来場者数　延べ１，１６３人

噺の会じゅげむとの協働により、下記の要領で開催
する。
　日時：５月、７月、９月、１１月、１月、３月
　　　　１４時から１６時
　回数：６回

成果維持

19 サロンコンサートの開催

市民が音楽鑑賞を通じて交流を
深める機会を提供するため、高
槻音楽家協会との共催でサロン
コンサートを開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →
市民の身近な音楽鑑賞の
場として、事業内容を充
実させていく。

高槻音楽家協会との共催により、年間7回開催す
る。より親しみやすい内容となるよう高槻音楽家協
会との連携を深める。

成果維持

高槻音楽家協会との共催により、下記の要領で開催
した。
　日時：4月、6月、8月、9月、11月、2月、3月
　回数：７回
　来場者数：１，０５0人

高槻音楽家協会との共催により、年間7回開催す
る。より親しみやすい内容となるよう高槻音楽家協
会との連携を深める。

成果維持

20
各種文化教室の開催(ク
ロスパル高槻)

市民相互の交流を促進する機会
を提供するため、各種文化教室
を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

市民相互の交流の深まり
や地域での新たな活動の
輪が広がることによって
自主的な活動が促進され
るよう、教室を実施す
る。

きっかけづくりを事業目的とし、陶芸、料理、ステ
ンドグラスの教室を実施する。各種教室が生涯学習
のきっかけになるよう受講生に働きかけていく。

成果維持
陶芸教室、ステンドグラス教室、料理教室を実施し
た。

きっかけづくりを事業目的とし、陶芸、料理、ステ
ンドグラスの教室を実施する。各種教室が生涯学習
のきっかけになるよう受講生に働きかけていく。

成果維持

21 市民ギャラリーの運営

市民ギャラリーを貸出し、サー
クル等に発表の機会を提供する
とともに、広く市民に鑑賞する
機会を提供する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

市民ギャラリーでの展示
について、広く認知を得
られるよう、情報発信を
行う。

市内で活動するサークルや団体等の作品発表の場と
して、松坂屋の地下入口「えきちかギャラリー」
と、市役所１階「桃園ギャラリー」を提供する。

成果維持

市内で活動するサークルや団体等の作品発表の場と
して、松坂屋の地下入口「えきちかギャラリー」
と、市役所１階「桃園ギャラリー」を提供した。
　展示団体数
　　えきちかギャラリー：５２団体
　　桃園ギャラリー：２８団体

市内で活動するサークルや団体等の作品発表の場と
して、松坂屋の地下入口「えきちかギャラリー」
と、市役所１階「桃園ギャラリー」を提供する。
また、市民ギャラリーの運用改善に向けて、現在の
利用者のニーズ把握を把握するためアンケートを実
施する。

成果維持

22
対象層に向けた事業等の
推進

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、高齢者、障がい者が、高
槻現代劇場での公演などに参加
しやすくなるよう、対象別に事
業・制度・情報提供等の手法を
検討・実施する。

文化スポーツ振興課 実施 → →
対象別に参加しやすい事
業や情報提供等の手法を
検討・実施する。

(公財)高槻市文化振興事業団と連携し、対象別に参
加しやすい事業や情報提供等の手法を検討・実施す
る。
前年度から実施の障がいのある人のための和太鼓体
験を同事業団と障がい者団体との協力で継続して開
催する。
高槻文化友の会において、高齢者や障がいのある人
が特別料金で鑑賞できるグリーン会員の制度があ
り、６公演を対象に実施する。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団と連携し、対象別に参
加しやすい事業や情報提供等の手法を検討・実施し
た。
前年度から実施の障がいのある人のための和太鼓体
験を同事業団と障がい者団体との協力で継続して開
催した。
高槻文化友の会において、高齢者や障がいのある人
が特別料金で鑑賞できるグリーン会員の制度があ
り、６公演を対象に実施した。

(公財)高槻市文化振興事業団と連携し、対象別に参
加しやすい事業や情報提供等の手法を検討・実施す
る。
障がいのある人のための和太鼓体験を同事業団と障
がい者団体との協力で継続して開催する。
高槻文化友の会において、高齢者や障がいのある人
が特別料金で鑑賞できるグリーン会員の制度があ
り、５公演を対象に実施する。

成果維持

23 高齢者文化作品展の開催
高槻市シニアクラブ連合会によ
る運営により開催する。

長寿生きがい課 実施 → →

文化活動を通じて、高齢
者の生きがいづくりの向
上に努めるとともに、よ
り幅広い作品を展示でき
るような事業展開を図
る。

高槻市シニアクラブ連合会に委託し、下記の要領で
開催する。引き続き、高齢者の文化面での社会参加
の促進や生きがいづくり、高齢者相互の交流の輪の
拡大を図る。
　会期：平成2７年９月１日～４日　10時～１６時
　部門：俳画・俳句・絵画・写真・手工芸など

成果維持

高槻市シニアクラブ連合会に委託し、下記の要領で
開催した。
　会期：平成2７年９月１日～４日　10時～１６時
　部門：俳画・俳句・絵画・写真・手工芸など
　来場者数：延べ１，９３３人

高槻市シニアクラブ連合会に委託し、下記の要領で
開催する。引き続き、高齢者の文化面での社会参加
の促進や生きがいづくり、高齢者相互の交流の輪の
拡大を図る。
　会期：平成2８年８月３０日～９月２日　10時～
１６時
　部門：俳画・俳句・絵画・写真・手工芸など

成果維持

24
各種文化教室等の開催
(老人福祉センター)

各老人福祉センターで各種教室
を中心に、文化事業を開催す
る。

長寿生きがい課 実施 → →

指定管理者である社会福
祉法人高槻市社会福祉事
業団と連携を図り、各種
教室を中心に文化事業を
開催する。

引き続き、各種教室を中心に文化事業を開催するこ
とにより、高齢者の生きがいづくりと社会参加を促
進する。

成果維持

高槻市立老人福祉センター(市内５箇所)を拠点とし
た教養､健康づくり、生きがいづくりに関する講座の
開催などの事業を提供することにより､引きこもり防
止及び自立生活の支援を図った。

引き続き、各種教室を中心に文化事業を開催するこ
とにより、高齢者の生きがいづくりと社会参加を促
進する。

成果維持

25 高槻市福祉展の開催
「障害者週間」に合わせ、障が
い者が身近に参加できる福祉展
を開催する。

障がい福祉課 実施 → →

事前PRの工夫等により、
今まで福祉展に参加した
ことがない、市民層に、
いかに働きかけをしてい
くか検討する。

講演会、映画会、コンサート、冊子発行、街かど安
全点検・体験ウォークラリー、事業所・団体紹介の
パネル展示・作品(授産製品)展示即売などによる啓
発活動及び抽選会、スタンプラリー、模擬店、フ
リーマーケットを実施する。
　期間：平成２７年１２月５日～６日
　会場：高槻市立生涯学習センターほか

成果維持

高槻市福祉展実行委員会の一員として、下記の事業
に参画した。
・高槻市福祉展
　期間：平成２７年１２月５日～６日
　会場：高槻市立生涯学習センターほか
　参加者数：２，５００人
　内容：展示、街かど安全点検・体験ウォークラ
リー、
　　　　講演会、映画会、啓発冊子等

高槻市福祉展実行委員会の一員として、下記の事業
に参画する。
・高槻市福祉展
　期間：平成２８年１２月３日～４日
　会場：高槻市立生涯学習センターほか
　内容：展示、街かど安全点検・体験ウォークラ
リー、
　　　　講演会、映画会、啓発冊子等

成果維持

26
各種文化教室等の開催
(障がい者福祉センター)

障がい者福祉センターにおい
て、各種文化教室等を開催す
る。

障がい福祉課 実施 → →

障がい者自身が自立を図
り、持てる機能を維持さ
せ、社会参加を促すとと
もに、参加者同士の交流
を図る。

陶芸、編物、書道、絵画教室を開催し、創作的活動
と社会参加の促進を図る。

成果維持

各種文化教室を開催することで、障がい者の自立と
社会参加の促進を図った。
　利用人数：１０１人
　　(陶芸)４１人　(編物)９人
　　(書道)３２人　(絵画)１９人

陶芸、編物、書道、絵画教室を開催し、創作的活動
と社会参加の促進を図る。

成果維持

Ⅱ-1-①

Ⅱ-1-①

7

高齢者・障が
い者が文化芸
術にふれる機
会の充実

6
身近に参加で
きる文化芸術
事業の推進
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27
対象層に向けた事業等の
推進

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、若年層、働く世代、子育
て世代が、高槻現代劇場での公
演などに参加しやすくなるよ
う、対象別に事業・制度・情報
提供等の手法を検討・実施す
る。

文化スポーツ振興課 実施 → →
対象別に参加しやすい事
業や情報提供等の手法を
検討・実施する。

高校生が企画・運営に関わる吹奏楽、ダンスの事業
のほか、ピアノリレーコンサートやダイナマイトお
やぢライブパーティー、15歳以上対象の市民劇団な
どの出演・参加型事業、また親子で鑑賞・体験する
プログラムなどを開催する。

成果維持

高校生が企画・運営に関わる吹奏楽、ダンスの事業
のほか、ピアノリレーコンサートやダイナマイトお
やぢライブパーティー、15歳以上対象の市民劇団な
どの出演・参加型事業、また親子で鑑賞・体験する
プログラムなどを実施した。

高校生が企画・運営に関わる吹奏楽、ダンス、和太
鼓の事業のほか、ピアノリレーコンサートやダイナ
マイトおやぢライブパーティー、15歳以上対象の市
民劇団などの出演・参加型事業、また親子で鑑賞・
体験するプログラムなどを実施する。

成果維持

28 乳幼児向け講座の開催
カンガルーの森(子育て総合支援
センター)にて、親子で楽しむ
「親子講座」を開催する。

子育て総合支援セン
ター

実施 → →

乳幼児(０歳～就学前)と
その保護者が共に楽し
め、親しみを感じるよう
な「親子講座」の内容を
検討する。

乳幼児(０歳～就学前)とその保護者が共に楽しめる
人形劇やパネルシアターなどの「親子講座」を開催
する。また、気軽に親子が参加できるように取り組
む。
　開催回数：６回

成果維持

乳幼児(０歳～就学前)とその保護者に、人形劇やパ
ネルシアターなどの「親子講座」を開催した。
　開催回数：６回
　参加人数：３５８人

乳幼児(０歳～就学前)とその保護者が共に楽しめる
人形劇やパネルシアターなどの「親子講座」を開催
する。また、気軽に親子が参加できるように取り組
む。
　開催回数：6回

成果維持

29 地域に開く保育事業
市立保育所・幼稚園・認定こど
も園を広く開放し、親子で楽し
める事業を実施する。

保育幼稚園総務課 実施 → →

公立幼稚園･認定こども園
や保育所の専門性を活か
した事業として、その機
能を、入園児だけでな
く、地域の子育て家庭に
提供していくため、今後
も継続して実施する。

全公立幼稚園、公立保育所、公立認定こども園にて
年間を通して実施する。

成果維持

・公立幼稚園22全園にて実施。
　　季節の行事に参加、ふれあい遊び、製作遊び、
園庭開放等
　　総計　437回実施、13,661人参加。
・公立保育所13全園にて実施。
　　園庭遊び、お楽しみ会(人形劇、季節の行事等)
　　園児との交流等
　　総計　707回実施、8,097人参加。
・公立認定こども園1園にて実施。
季節の行事に参加、ふれあい遊び、園庭開放等
総計　30回実施、792人参加。

全公立幼稚園、公立保育所、公立認定こども園にて
年間を通して実施する。

成果維持

30
こどもフェスティバルの
開催

親子で楽しめるこどもフェス
ティバルを開催する。

保育幼稚園総務課 実施 → →

保護者や地域の人たちが
交流を深めながら、子育
ての大切さや楽しさを感
じ取ってもらう場とし
て、内容や方法を検討し
ながら事業展開を図る。

スクールフェスタの一環として開催する。
開催日：平成27年11月27日(金)・28日(土)  同日
開催
　
＜楽しいステージ＞
　場所：生涯学習センター多目的ホール
　１0：00～11：30(予定)

＜ふれあい広場＞
　場所：生涯学習センター展示ホール
　9：30～16：30(2８日は～16：00)

成果維持

スクールフェスタの一環として開催した。
＜たのしいステージ＞
　平成2７年1１月２７日(金)・28日(土)
9:30～12:00(28日は11:00)
　場所：生涯学習センター多目的ホール
　来場者：1,235人

＜ふれあい広場＞
　平成2７年11月２７日(金)・2８日(土)
　9:30～16:30(2２日は16:00)
　場所：生涯学習センター展示ホール
　来場者：1,402人

スクールフェスタの一環として開催する。
開催日：平成2８年11月2５日(金)・2６日(土)
　
＜楽しいステージ＞
平成28年11月26日(土)
　場所：生涯学習センター多目的ホール
　９：00～12:00(予定)

＜ふれあい広場＞
平成28年11月25日(金)・26日(土)
　場所：生涯学習センター展示ホール
　9：30～16：30(2６日は～16：00)

成果維持

31 平和展(音楽祭)の開催
平和展において、音楽祭を開催
する。

人権・男女共同参画
課

実施 → →

「戦争の悲惨さ」や「平
和の尊さ」を次世代へ継
承していく場として、
「愛・いのち・平和」を
テーマに市内のアマチュ
ア合唱団による合唱祭を
行い、市民の非核・平和
意識の高揚を図る。

(一社)高槻市人権まちづくり協会に委託し、市民主
導による非核・平和事業である平和展において、
「愛・いのち・平和」をテーマに音楽祭を開催す
る。
【開催期間】平成2７年8月７日
【内容】市内アマチュア合唱団による平和につなが
る曲目等の合唱

成果維持

(一社)高槻市人権まちづくり協会に委託し、市民主
導による非核・平和事業である平和展において、
「愛・いのち・平和」をテーマに音楽祭を開催し
た。
【開催期間】平成27年8月7日
【内容】市内アマチュア合唱団による平和につなが
る曲目等の合唱
【出演団体数】7団体
【音楽祭来場者数】463名

(一社)高槻市人権まちづくり協会に委託し、市民主
導による非核・平和事業である平和展において、
「愛・いのち・平和」をテーマに音楽祭を開催す
る。
【開催期間】平成28年8月5日
【内容】市内アマチュア合唱団による平和につなが
る曲目等の合唱

成果維持

32
人権週間記念事業(人権
啓発作品募集)

人権週間記念事業において、人
権啓発作品展を開催する。

人権・男女共同参画
課

実施 → →

人権の意義や重要性につ
いて考え、人権課題への
理解を深める場として、
「人権啓発作品」を募集
し、市民の人権意識の高
揚を図る。

(一社)高槻市人権まちづくり協会に委託し、人権週
間記念事業の一つとして実施。市民に人権啓発作品
を募集するとともに、入選作品の展示等を行う。
【募集期間】平成２７年８月３１日～１０月９日
【募集対象】標語・絵・作文
【表彰・展示】
　平成２７年１２月１２日に開催する「人権を考え
る市民のつどい」で入選者を表彰するとともに、入
選(佳作を含む)作品を１２月１１日・１２日に生涯
学習センター１階展示ホールに展示する予定。

成果維持

(一社)高槻市人権まちづくり協会に委託し、人権週
間記念事業の一つとして実施。市民に人権啓発作品
を募集するとともに、入選作品の展示等を行った。
【募集期間】平成27年8月31日～10月9日
【募集対象】標語・絵・作文
【応募数】標語1,362点・絵430点・作文268点
【人権啓発作品展来場者数】　431名
【表彰・展示】
　平成27年12月12日に開催した「人権を考える市
民のつどい」で入選者を表彰するとともに、入選(佳
作を含む)作品を12月11日・12日に生涯学習セン
ター１階展示ホールに展示した。

(一社)高槻市人権まちづくり協会に委託し、人権週
間記念事業の一つとして実施。市民に人権啓発作品
を募集するとともに、入選作品の展示等を行う。
【募集期間】平成28年7月19日～10月7日
【募集対象】標語・絵・作文
【表彰・展示】
　平成28年12月10日に開催する「人権を考える市
民のつどい」で入選者を表彰するとともに、入選(佳
作を含む)作品を12月9日・10日に生涯学習セン
ター１階展示ホールに展示する予定。

成果維持

33
富田ふれあい文化セン
ター人権啓発・交流事業

富田ふれあい文化センターの人
権啓発・交流事業において、各
種文化事業を実施する。

人権・男女共同参画
課

実施 → →

各種事業を通じて、文
化・芸術に接する機会の
提供や市民との協働を促
進するとともに、関係団
体等の育成を図る。

関係団体との協働により、下記の事業を実施する。
①人権講座
　実施予定日　　平成２7年１0月17日
　内容　　　　　人権落語
　講師　　　　　桂福点(全盲の落語家)
　
②フェスタ・ヒューマンライツ
　実施予定日　　平成２7年１２月6日
　内容　　　　　舞台、講座、体験コーナー、
                        展示、バザーなどを予定

成果維持

関係団体との協働により、下記の事業を実施した。
①人権講演会
　実施日　　平成２7年１0月17日
　内容　　　　　人権落語
　講師　　　　　桂福点(全盲の落語家)
　参加人数　　　３０人
　
②フェスタ・ヒューマンライツ
　実施日　　平成２７年１２月６日
　内容　　　　　舞台、講座、体験コーナー、
                        展示、バザーなど
　参加人数　　　延べ３，８００人

関係団体との協働により、下記の事業を実施する。
　フェスタ・ヒューマンライツ
　実施日　　平成２８年１２月４日
　内容　　　舞台、講座、体験コーナー、
                  展示、バザーなどを予定

成果維持

34
春日ふれあい文化セン
ター人権啓発・交流事業

春日ふれあい文化センターの人
権啓発・交流事業において、各
種文化事業を実施する。

人権・男女共同参画
課

実施 → →

各種事業を通じて、文
化・芸術に接する機会の
提供や市民との協働を促
進するとともに、関係団
体等の育成を図る。

センター周辺地域の関係団体との協働により、下記
の事業を実施する。
①ミュージックフェスティバル
　実施日　　　平成２７年８月１５日
　主な出演者　徳田恵美(津軽三味線)、
                    小林一尚(トークライブ)ほか

②りばてい寄席
　実施日　　　平成２８年２月２７日
　出演者　　　(未定)

成果維持

センター周辺地域の関係団体との協働により、下記
の事業を実施した。
①ミュージックフェスティバル
　実施日　　　平成２７年８月１５日
　参加人数　　延べ約１５００人
　主な出演者　徳田恵美(津軽三味線)、
                  　カズブー(トークライブ)ほか
　
②りばてい寄席
　実施日　　　平成２８年２月２７日
　参加人数　　８５人
　出演者　　　露の新治(講演・落語)、
　　　　　　　伏見龍水(曲ゴマ)
　　　　　　　露の新幸(落語)

センター周辺地域の関係団体との協働により、下記
の事業を実施する。
①ミュージックフェスティバル
　実施日　　　平成２８年８月２０日
　主な出演者　月桃の花　歌舞団(沖縄エイサー)、
                  　和太鼓　高槻北高等学校 ほか

②りばてい寄席
　実施日　　　平成２９年２月２５日
　出演者　　　(未定)

成果維持

8
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平成２８年度事業計画実施年度 平成２7年度事業計画

長期的課題・方向性等 平成２７年度実績
基本
方針

施策
No.

施策

35 女性文学連続講座の開催
男女共同参画センターの自己充
実講座として女性文学講座を開
催する。

人権・男女共同参画
課

実施 → →

市民が講座を通じて女性
の生き方を学ぶことがで
きるよう事業展開を図
る。

古典文学作品に登場する女性のものの考え方を通し
て、当時の女性観や女性の社会的地位がどのような
ものであったかを学ぶ講座を開講する。平成２７年
は雨月物語を題材とする。
　開催日：平成２７年5月２２日～6月１２日のうち
4日
　　　　　(連続４回講座)

成果維持

古典文学作品に登場する女性のものの考え方を通し
て、当時の女性観や女性の社会的地位がどのような
ものであったかを学ぶ講座を開講した。平成２７年
は雨月物語を題材とした。
　開催日　 ：平成27年5月22日、29日、6月5
日、12日
　　　(連続4回講座)
　受講者数：延べ121人

古典文学作品に登場する女性のものの考え方を通し
て、当時の女性観や女性の社会的地位がどのような
ものであったかを学ぶ講座を開講する。平成28年度
は、「小倉百人一首」を題材とする。
　　開催日：　平成28年5月27日、6月3日、6月
10日
　　　(連続3回講座)

成果維持

36 森のコンサートの開催
神峰山の森・眞珠院跡庭園にて
森のコンサートを開催する。

農林課 実施 → →

府民や市民が、森のいぶ
きに触れ、森と音楽の調
和を楽しむことにより、
自然保護意識の啓発を図
る。

＜第２６回森のコンサート＞
・開催日　平成２７年１０月１７日(土)午後１時０
０分より
・開催場所　神峰山の森『眞珠院跡庭園』
・観客数　先着１００人　予定
・演者　るんびに太鼓(予定)

成果維持

＜第２６回森のコンサート＞
・開催日　平成２７年１０月１７日(土)午後１時０
０分より
・開催場所　神峰山の森『眞珠院跡庭園』
・観客数　約１００人
・演者　るんびに太鼓

＜第２７回森のコンサート＞
・開催日　平成２８年１０月２２日(土)午後１時０
０分より
・開催場所　神峰山の森『眞珠院跡庭園』
・観客数　先着１００人　予定
・演者　プーリー･アナビアン、
　　　　ダリア・アナビアン、内海 恵

成果維持

37 水道書道展の開催
水道の広報・啓発活動として、
水道書道展を開催する。

水道部総務企画課 実施 → →

「水」をテーマにした課
題を選定し、参加者がよ
り関心を深めることがで
きるよう実施する。

市内在住の小中学生を対象とし、高槻市美術家協会
に審査を協力依頼する。
　作品募集期間：９月７日(月) ～ １１日(金)
　開催期間：１２月１９日(土) ～ ２２日(火)

成果維持

市内在住の小中学生を対象とし、高槻市美術家協会
に審査を協力依頼した。
　開催期間：12月19日(土)～22日(火)
　作品応募者数：9５8人
　入場者数：1,０２７人

市内在住の小中学生を対象とし、高槻市美術家協会
に審査を協力依頼する。
　作品募集期間：９月５日(月) ～ ９日(金)
　開催期間：１２月１７日(土) ～ ２１日(水)

成果維持

38
対象層に向けた事業等の
推進

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、子どもとその家族が、高
槻現代劇場での公演などに参加
しやすくなるよう、対象別に事
業・制度・情報提供等の手法を
検討・実施する。

文化スポーツ振興課 実施 → →
対象別に参加しやすい事
業や情報提供等の手法を
検討・実施する。

0歳児から入場できるクラシックコンサートのほ
か、オーケストラ公演への小中学生とその家族招待
を実施する。また、「高槻現代劇場こども広場」で
は、子どもとその家族を対象に音楽、ダンス、狂
言、古典落語、和太鼓、能のジャンルで鑑賞・体験
プログラムが実施されるほか、親子での鑑賞・体験
をとおして楽器の魅力を伝えるレクチャーコンサー
トを開催する。

拡充

0歳児から入場できるクラシック･吹奏楽コンサート
のほか、オーケストラ公演への小中学生とその家族
招待を実施した。また、「高槻現代劇場こども広
場」では、子どもとその家族を対象に音楽、ダン
ス、狂言、古典落語、和太鼓、能のジャンルで鑑
賞・体験プログラムを実施したほか、親子での鑑
賞・楽器体験をとおして楽器の魅力を伝えるレク
チャーコンサートを開催した。

オーケストラ公演への小中学生とその家族招待を実
施する。また、子どもとその家族を対象に、音楽、
ダンス、狂言、古典落語、和太鼓、能のジャンルで
鑑賞・体験できる「高槻現代劇場こども広場」、親
子での鑑賞・楽器体験をとおして楽器の魅力を伝え
るレクチャーコンサートを開催するほか、中学生以
下500円や学生1000円といった参加しやすい価格
のチケットを設定する。

成果維持

39
子ども対象のコンクール
の開催

高槻市文化祭において子ども対
象のコンクールを実施する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

他に行政機関や学校が実
施するコンクールとのバ
ランス等に配慮し事業展
開の方向性を検討する。
また、出品者の意欲を高
める事業手法等を検討す
る。

高槻市文化祭において、高槻市俳句連盟、高槻市美
術家協会と協働し、子どもを対象とした俳句、絵画
のコンクールを開催する。
また、新たに子どもを対象とした音楽コンクールの
事業化を検討する。
　展示期間：平成２７年１１月１日～３日

成果維持

高槻市文化祭において、高槻市俳句連盟、高槻市美
術家協会と協働し、子どもを対象とした俳句、絵画
のコンクールを開催した。
また、新たに子どもを対象とした音楽コンクールの
事業化に向けて関係機関等と調整を図った。
　展示期間：平成２７年１１月１日～３日
　展示点数：俳句　１１５８名、２１０６句
　　　　　　絵画　２６９点

高槻市文化祭において、高槻市俳句連盟、高槻市美
術家協会と協働し、子どもを対象とした俳句、絵画
のコンクールを開催する。
また、新たに子どもを対象とした音楽コンクール
を、高槻市コンサート協会との協働により開催す
る。
　①俳句、絵画コンクール
　　展示期間：平成２８年１１月１日～３日
　②音楽コンクール
　　開催日：平成２８年１０月３０日

拡充

40
高槻市文化祭の開催(再
掲)

文化の日を中心に高槻市文化祭
実行委員会との協働により、高
槻市文化祭を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

41
高槻市少年少女合唱団運
営事業

高槻市少年少女合唱団運営委員
会に運営を委託し、演奏会等を
開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

子どもたちに音楽を通じ
て創造力や表現力を育む
だけでなく、練習や公演
会を通して世代交流や異
文化交流の機会を提供す
る。

合唱団の運営を運営委員会へ委託し、定期演奏会や
姉妹都市である益田市の合唱団との交流、全日本少
年少女合唱祭への遠征等１１事業(予定)を実施す
る。

成果維持

合唱団の運営を運営委員会へ委託し、４月に開催さ
れる定期演奏会や姉妹都市益田市への演奏旅行、文
化振興事業団主催の演奏会や病院主催のコンサート
への出演、全日本少年少女合唱祭への遠征等１４事
業を実施した。

合唱団の運営を運営委員会へ委託し、定期演奏会や
ロサンゼルス少年少女合唱団との交流、全日本少年
少女合唱祭への遠征等１６事業(予定)を実施する。

成果維持

42 子ども創作講座の開催
子どもを対象とした詩の創作講
座を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

広報誌や学びのひろばの
募集だけでなく、市内の
小学校にチラシ配架など
情報発信し、子どもの参
加を呼びかけ、受講者数
増を図る。

子どもを対象とした詩の創作講座を下記の要領で開
催する。

期間：平成２７年７月２８日～８月２０日のうち５
日
(連続５回の講座)

成果維持

子どもを対象とした詩の創作講座を下記の要領で開
催した。
　期間：平成２７年７月２８日～８月２０日のうち
５日
　　　(連続５回)
　受講者数：１74人

子どもを対象とした詩の創作講座を下記の要領で開
催する。

期間：平成２８年７月２８日～８月１８日のうち５
日
(連続５回の講座)

成果維持

43 こどもまつりの開催
地域ボランティアとの協働によ
り、子どもを対象とした各種イ
ベントを開催する。

公民館 実施 → →
ボランティアと子どもの
多世代交流を図る。

各種イベントを中心に子どもが気軽に参加できるよ
うな企画を検討する。

成果維持
各公民館において、こどもまつりを開催した。
実施回数　１２回(１２館)
参加者数　６，０４２人

イベントを中心に、子どもが気軽に参加でき、様々
な文化・芸術を体験できる場を提供する。

成果維持

44
子ども向け講座・教室の
開催(コミュニティセン
ター)

各コミュニティセンターにおい
て、子どもを対象に各種講座・
教室の開催を支援する。

コミュニティ推進室 実施 → →

コミュニティセンターの
運営経費を助成するとと
もに、主催事業等を担う
活動事業の自立化促進を
図る。

コミュニティセンターの運営経費を助成するととも
に、活動事業の自立化を進める。

成果維持

コミュニティセンターで子どもを対象に各種講座・
教室が開催された。
【実績】
主催講座数(子ども対象)：３8講座(１5センター)

コミュニティセンターの運営経費を助成するととも
に、活動事業の自立化を進める。

成果維持

Ⅱ-1-①

Ⅱ-1-②

9
文化芸術を活
用した事業の

実施

10

子どもが文化
芸術にふれる
機会の充実

9
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事業
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施策

45
子ども向け講座・教室の
開催(青少年交流施設)

青少年交流施設において、子ど
もを対象とした文化・芸術に関
する講座・教室等を実施する。

地域教育青少年課 実施 → →

社会参画する上で不可欠
な自主性や創造性が育ま
れるよう、多様な学習機
会の提供に努めるととも
に、内容の充実を図る。

青少年交流施設において、文化・芸術に関する講
座・教室等を実施する。

実施予定数　　119回

成果維持

青少年交流施設において、文化・芸術に関する講
座・教室等を実施した。

実施回数　　125 回
参加者数　 2,865人

青少年交流施設において、文化・芸術に関する講
座・教室等を実施する。

実施予定数　　89回

成果維持

46
学校へのアウトリーチ事
業の推進

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、小・中学校へのアウト
リーチ事業を実施する。

文化スポーツ振興課
教育指導課

実施 → →

市立小中学校を対象に継
続的な事業実施を図る。
また、国等の補助金を活
用するなど財源確保に努
める。

高槻市立小学校４校、中学校４校でアウトリーチ事
業を実施する。学校の希望をできる限り反映するた
め事前調整・打合せから当日の実施までを学校と協
力連携して進める。
内容ジャンルは、音楽鑑賞(小学校２校・中学校２
校)、演劇ワークショップ(小学校１校・中学校2
校)、コンテンポラリーダンス(小学校１校)。

拡充

(事業団)
高槻市立小学校１１校、中学校４校でアウトリーチ
事業を実施した。学校の希望をできる限り反映する
ため事前調整・打合せから当日の実施までを学校と
協力連携し、効果的に行うことができた。
内容ジャンルは、音楽鑑賞(小学校２校・中学校２
校)、演劇ワークショップ(小学校１校・中学校2
校)、コンテンポラリーダンス(小学校１校)、狂言鑑
賞(小学校7校)。また、新たに、教育センターにおい
て、教職員を対象に、狂言と音楽の鑑賞事業を実施
した。

(事業団)
高槻市立小学校６校、中学校２校でアウトリーチ事
業を実施する。学校の希望をできる限り反映するた
め事前調整・打合せから当日の実施までを学校と協
力連携して進める。
内容ジャンルは、音楽鑑賞(小学校２校・中学校１
校)、演劇ワークショップ(中学校１校)、狂言鑑賞(小
学校４校)。

成果維持

47 文化芸術鑑賞会の開催
各小・中学校の児童生徒を対象
に、文化芸術の鑑賞会を開催す
る。

文化スポーツ振興課
教育指導課

実施 → →

各小・中学校単位で観劇
や音楽鑑賞などを行って
いく。事前の準備や予算
の負担、また学校の体育
館での鑑賞のため公演内
容が限定されるという課
題の解決に向けた手法等
を検討する。

各小中学校ごとに教育課程の中で、文化的行事を実
施する。「こころの劇場」を引き続き実施し、小学
校６年生対象に開かれる１１月の公演に１８校の参
加が決定している。平成２７年度文化芸術による子
供の育成事業(芸術家の派遣事業)を小学校２校で実
施する。

成果維持

各小中学校ごとに教育課程の中で、文化的行事を実
施する。「こころの劇場」を引き続き実施し、小学
校６年生対象に開かれる１1月の公演に１８校が参
加することができた。また、平成２７年度文化芸術
による子供の育成事業(芸術家の派遣事業)を小学校
２校で実施することができた。

各小中学校ごとに教育課程の中で、文化的行事を実
施する。「こころの劇場」を引き続き実施し、小学
校６年生対象に開かれる１０月と１１月の公演に１
９校の参加が決定している。平成２８年度文化芸術
による子供の育成事業のうち、(芸術家の派遣事業)
を小学校１校、(巡回公演事業)を小学校１校、中学
校１校がそれぞれ実施する予定。

成果維持

48 学校文化祭の開催
各小・中学校において文化的な
学習活動の成果を発表する文化
的な行事を行う。

教育指導課 実施 → →

今後も引き続き総合的な
学習や音楽等の時間で学
習したことを発表する機
会を各小中学校で設け
る。

各小中学校ごとに総合的な学習の時間や音楽などの
時間で学習した内容を音楽学習発表会や文化祭等で
実施する。

成果維持
各小中学校ごとに総合的な学習の時間や音楽などの
時間で学習した内容を音楽学習発表会や文化祭等で
発表することができた。

各小中学校ごとに総合的な学習の時間や音楽などの
時間で学習した内容を音楽学習発表会や文化祭等で
実施する。

成果維持

49
小・中学校文化部への支
援

小・中学校の文化系のクラブ活
動の活性化を図る。

教育指導課 実施 → →

顧問の不足等により、専
門的な指導や外部指導者
の確保が課題となってい
るため、解決に向けた手
法等を検討する。

自主的な活動である部活動を通して、心身共に健全
な生徒の育成を図ることを目的として、部活動に必
要な環境整備や専門的な技術指導力を備えた者を中
学校に派遣するとともに、近畿・全国大会に出場す
る選手の交通費等を支援する。

成果維持

部活動に必要な環境整備や専門的な技術指導力を備
えた者を中学校に派遣し、生徒の自主的な活動であ
る部活動の活性化を図った。
派遣校：９校(吹奏楽部８校、美術部１校)

自主的な活動である部活動を通して、心身共に健全
な生徒の育成を図ることを目的として、部活動に必
要な環境整備や専門的な技術指導力を備えた者を中
学校に派遣するとともに、近畿・全国大会に出場す
る選手の交通費等を支援する。

成果維持

50 スクールフェスタの開催
子どもたちによる舞台発表や作
品展示を行うスクールフェスタ
を開催する。

教育指導課 実施 → →

イベントによっては参加
校が固定化されているも
のもあるので、内容や形
態を検討していく必要が
ある。

今年度は、新たに２つのイベントを実施し、合計１
２のイベント開催をする。新たなイベントは、小中
学校による舞台発表と展示会。高槻市内の児童生徒
の学び合いを深めるとともに、芸術文化に対する関
心や学習意欲を高めるため、児童生徒が日頃の学習
や部活動の成果の発表をする。

拡充

新たに２つのイベントを実施し、合計１２のイベン
ト開催をすることができた。新たなイベントは、小
中学校による舞台発表と展示会。高槻市内の児童生
徒の学び合いを深めるとともに、芸術文化に対する
関心や学習意欲を高めるため、児童生徒が日頃の学
習や部活動の成果の発表をすることができた。

昨年と同様で、１２のイベント開催をする予定。高
槻市内の児童生徒の学び合いを深めるとともに、芸
術文化に対する関心や学習意欲を高めるため、児童
生徒が日頃の学習や部活動の成果の発表をする。

成果維持

51
庁内絵画の展示(キッズ
ミュージアム)

市役所庁舎内に幼稚園・認定こ
ども園児、小学生等の絵画を展
示する。

教育指導課
保育幼稚園総務課

実施 → →

児童・生徒の表現活動を
広く市民に紹介するとと
もに、自分の絵画が展示
される喜びを感じ自信に
つながるような事業展開
を図る。

各校園で作製した絵画作品を、月毎に作品を入れ替
えて市役所庁舎１Ｆフロアに展示する。
(以下予定数)
　小学校：延べ３６校
　幼稚園：延べ２４園

成果維持

各校園で作製した絵画作品を、月毎に作品を入れ替
えて市役所庁舎１Ｆフロアに展示する。
(以下予定数)
　小学校：延べ３６校
　幼稚園・認定こども園：延べ２４園

各校園で作製した絵画作品を、月毎に作品を入れ替
えて市役所庁舎１Ｆフロアに展示する。
(予定数)
　小学校：延べ３６校
　幼稚園・認定こども園：延べ２４園

成果維持

52
乳幼児向け講座の開催
(再掲)

カンガルーの森(子育て総合支援
センター)にて、親子で楽しむ
「親子講座」を開催する。

子育て総合支援セン
ター

実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

53
地域に開く保育事業(再
掲)

市立保育所・幼稚園・認定こど
も園を広く開放し、親子で楽し
める事業を実施する。

保育幼稚園総務課 実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

54
こどもフェスティバルの
開催(再掲)

親子で楽しめるこどもフェス
ティバルを開催する。

保育幼稚園総務課 実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

Ⅱ-1-②
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子どもが文化
芸術にふれる
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事業
No.

事業名称 事業概要 担当課

平成２８年度事業計画実施年度 平成２7年度事業計画

長期的課題・方向性等 平成２７年度実績
基本
方針

施策
No.

施策

55
文化会館の管理運営(大
規模修繕含む)

管理運営を(公財)高槻市文化振興
事業団へ委任し、適切な管理運
営及び施設の維持管理を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →

適切な管理運営及び施設
の維持管理を行うほか、
経年劣化している施設・
設備について計画的な修
繕を行っていく。

(公財)高槻市文化振興事業団に文化会館の管理運営
を委任し、適切な管理運営及び施設の維持管理を行
う。また、老朽化への対応や、利用環境の改善を図
るために修繕及び備品の更新を行う。
平成２７年度は市民会館大ホールの天井改修工事を
行う。

成果維持

(公財)高槻市文化振興事業団に文化会館の管理運営
を委任し、適切な管理運営及び施設の維持管理を
行った。また、老朽化への対応や、利用環境の改善
を図るために修繕及び備品の更新を行った。
また、市民会館大ホールを９ヶ月間休館して天井改
修工事を行った。
　年間利用件数：
　(諸室)　８，０７４件
　(ホール)　　３２８件

(公財)高槻市文化振興事業団に文化会館の管理運営
を委任し、適切な管理運営及び施設の維持管理を行
う。また、老朽化への対応や、利用環境の改善を図
るために修繕及び備品の更新を行う。

成果維持

56
生涯学習センターの管理
運営(大規模修繕含む)

適切な管理運営及び施設の維持
管理を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →

適切な管理運営及び施設
の維持管理を行うほか、
経年劣化している施設・
設備について計画的な修
繕を行っていく。

施工後２０年が経過し、施設・設備の経年劣化が進
んでいることから、利用者の安全確保並びに拠点施
設としての機能を維持するため、多目的ホールを中
心に大規模な改修・修繕を計画的に行う。

成果維持

適切な管理運営及び施設の維持管理を行った。
　年間利用件数：
(諸室)　　　　　２，７５４件
(展示館けやき)　　　　５１件
(多目的ホール)　　　２３３件

施工後２０年が経過し、施設・設備の経年劣化が進
んでいることから、利用者の安全確保並びに拠点施
設としての機能を維持するため、平成２８年１２月
～平成２９年1月にかけて多目的ホールの舞台音
響・照明・舞台設備等の大規模な改修・修繕を行
う。

拡充

57
総合市民交流センターの
管理運営(大規模修繕含
む)

適切な管理運営及び施設の維持
管理を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →

適切な管理運営及び施設
の維持管理を行うほか、
経年劣化している施設・
設備について計画的な修
繕を行っていく。また、
大規模改修時に伴う閉館
は、複合施設であるた
め、閉館期間の短縮が求
められる。

施工後１９年が経過し、施設・設備の経年劣化が進
んでいることから、利用者の安全確保並びに拠点施
設としての機能を維持するため、改修・修繕を計画
的に行う。

成果維持

適切な管理運営及び施設の維持管理を行った。
　年間利用件数：
　(諸室)　　　　　　　　　       10,763  件
　(ギャラリーはなみずき)　　　   40  件
　(イベントホール)　　　　　　    503 件

施工後２０年が経過し、施設・設備の経年劣化が進
んでいることから、利用者の安全確保並びに拠点施
設としての機能を維持するため、改修・修繕を計画
的に行う。

成果維持

58
利便性の向上に向けた施
設運営

利便性の向上に向け、ニーズ把
握や制度等の調査・研究に努め
る。

文化スポーツ振興課 調査研究 検討 実施
アンケート調査を継続し
て行い、利便性の向上に
向けた検討を行う。

高槻市文化施設予約システムの改修に合わせ、施設
利用の抽選・申込方法、支払い方法など利便性の向
上に向けた検討を進める。
また、高槻現代劇場では、主催事業の参加者や集会
室利用者へのアンケート調査を行い、ニーズの分
析・把握に努める。

成果維持

高槻市文化施設予約システムの改修に合わせ、施設
利用の抽選・申込方法、支払い方法など利便性の向
上に向けた検討を行った。
また、高槻現代劇場では、主催事業の参加者や集会
室利用者へのアンケート調査を行い、ニーズの分
析・把握に努めた。

高槻市文化施設予約システムの改修に合わせ、施設
利用の抽選・申込方法、支払い方法など利便性を向
上させる方法を決定する。
また、高槻現代劇場では、主催事業の参加者や集会
室利用者へのアンケート調査を行い、ニーズの分
析・把握に努める。

成果維持

59
文化施設予約システムの
運用

文化施設予約システムの更新を
検討・実施する。また、イン
ターネット予約について周知を
行う。

文化スポーツ振興課 調査研究 検討 実施

利用者の利便性とシステ
ムの安定性の向上を目指
し、システム更新に向け
てサーバーの外部設置等
を含め検討を行う。

高槻現代劇場、生涯学習センター、総合市民交流セ
ンターの窓口、またインターネットを通じて、高槻
市文化施設予約システムで施設使用の受付等を行
う。
また、平成２８年度以降に高槻市文化施設予約シス
テムの改修を行い、利用者の利便性の向上に取り組
む。

成果維持

高槻現代劇場、生涯学習センター、総合市民交流セ
ンターの窓口、またインターネットを通じて、高槻
市文化施設予約システムで施設使用の受付等を行っ
た。
また、高槻市文化施設予約システムの改修に向け
て、利用者の利便性を向上させるための方向性を検
討した。

高槻現代劇場、生涯学習センター、総合市民交流セ
ンターの窓口、またインターネットを通じて、高槻
市文化施設予約システムで施設使用の受付等を行
う。
高槻市文化施設予約システムのサポート期間終了に
伴い、新たに利用申込の自動抽選機能や、口座振替
機能等を追加したシステムの稼動に向けて検討を行
う。

拡充

12 市民会館建替 60 市民会館建替
老朽化の進む市民会館の建て替
えを行う。

文化スポーツ振興課 検討 → →

拠点文化施設として、本
市の文化振興の発展を見
据えた施設のあり方を検
討する。

老朽化した市民会館について、「高槻市立市民会館
建替基本計画」に基づく設計に向け、設計者選定や
用地測量等各種調査を行うとともに、新施設の管理
運営のあり方を検討する。

拡充

「高槻市立市民会館建替基本計画」に基づき、用地
測量等各種調査を行うとともに、公募型プロポーザ
ル方式にて設計者の選定を行った。また、応募者に
よるプレゼンテーションを一般に公開し、市内外へ
の情報発信を図った。
一方、ソフト面の検討として、新しい文化施設での
事業・組織等の方向性を示す「高槻市新文化施設管
理運営方針」を策定した。検討にあたり、公募した
市民によるワークショップを３回開催した。

新文化施設の整備に向けて、基本設計に取り組むと
ともに、ソフト面については「高槻市新文化施設管
理運営方針」に基づき、事業・組織等の詳細を検討
する。
また、開館記念事業やプレ事業の検討にあたり、公
募した市民によるワークショップを開催する。

拡充

61 活動の場の提供(公民館)
地域の各種グループ等に活動の
場を提供する。

公民館 実施 → →
貸館を通じて各種グルー
プ等の活動を支援する。

貸館を通じて各種グループ等の活動を支援する。 成果維持
貸館を通じて各種グループ等の活動を支援した。
　部屋貸出件数　４４，８８４件
　部屋貸出人数　６１７，２５２人

貸館を通じて各種グループ等の文化・芸術活動を支
援する。

成果維持

62
活動の場の提供(コミュ
ニティセンター)

地域の各種グループ等に活動の
場の提供を支援する。

コミュニティ推進室 実施 → →

コミュニティセンターが
安全で安心して利用でき
るよう維持管理を図り、
未整備となっている活動
拠点設備の整備を行う。

コミュニティセンターの維持管理を行い、地域の各
種グループ等に活動の場を提供する。

成果維持

コミュニティセンターの維持管理を実施し、地域の
各種グループ等に活動の場を提供した。
　利用件数　４６，５９４件
　利用人数　５９９，７９１人

コミュニティセンターの維持管理を行い、地域の各
種グループ等に活動の場を提供する。

成果維持

Ⅱ-2-①

Ⅱ-2-②
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63
講座・教室の開催(公民
館)

各公民館において、各種講座・
教室等を開催する。

公民館 実施 → →
現代的課題や市民ニーズ
に対応した講座の開催を
行う。

各種講座・教室等を実施し、学習の機会の提供や情
報交換・交流の場を提供する。

成果維持

各種講座・教室等を実施し、学習の機会の提供や情
報交換・交流の場を提供した。
　講座開催回数　７６９回
　講座参加者数　４７，０６０人

様々な講座・教室等を実施し、学習機会や情報交
換・交流の場を提供する。

成果維持

64 公民館まつりの開催
各公民館において、公民館まつ
りを開催する。

公民館 実施 → →
幅広い世代が参加したく
なるような事業展開を図
る。

公民館利用サークルの日ごろの成果発表やボラン
ティアとの協働により文化祭を開催し、市民各層が
気軽に公民館に集える機会を提供する。

成果維持

公民館利用サークルの日ごろの成果発表やボラン
ティアとの協働により文化祭を開催した。
　実施回数　１７回(１３館)
　参加者数　１８，３９１人

公民館利用サークルの成果発表やボランティアとの
協働の場として文化祭を開催し、幅広い世代の市民
が気軽に文化・芸術活動にふれる機会を提供する。

成果維持

65
講座・教室の開催(コ
ミュニティセンター)

各コミュニティセンターにおい
て、各種講座・教室等の開催を
支援する。

コミュニティ推進室 実施 → →

コミュニティセンターの
運営経費を助成するとと
もに、主催事業等を担う
活動事業の自立化促進を
図る。

コミュニティセンターの運営経費を助成するととも
に、活動事業の自立化を進める。

成果維持
１９のコミュニティセンターで各種講座・教室が開
催された。
　主催講座数：417講座

コミュニティセンターの運営経費を助成するととも
に、活動事業の自立化を進める。

成果維持

66
地区コミュニティ文化祭
の開催

各地区コミュニティの文化祭の
開催を支援する。

コミュニティ推進室 実施 → →

地区コミュニティが開催
する文化祭等の地域のふ
れあい促進事業などが円
滑に開催できるよう支援
する。

地区コミュニティの活動の促進を図るために、地区
コミュニティが実施する文化祭等の地域振興活動の
事業費の一部を補助する。

成果維持

市内３２の地区コミュニティで、文化祭等の地域の
ふれあい促進事業が開催された。
【実績】
文化祭開催地区：30地区

地区コミュニティの活動の促進を図るために、地区
コミュニティが実施する文化祭等の地域振興活動の
事業費の一部を補助する。

成果維持

67 公共スペースの活用検討
広場等の公共スペースについ
て、芸術家等の活動の場として
利用できるよう検討を行う。

文化スポーツ振興課
管理課
道路課

調査研究 検討 実施

潜在的に活用可能な公共
スペースを掘り起こすと
ともに、安全面、運営手
法、規模等の課題につい
て検討を行う。

広場等の公共スペースの活用に向けて、関係機関と
調整し、施設の利用方法を検討する。

拡充
広場等の公共スペースの活用に向けて、関係機関と
調整し、様々なイベント等において活用された。

広場等の公共スペースの活用に向けて、関係機関と
調整を行い、効果的な活用方法を検討する。

成果維持

68 けやきの森市民大学
市内外の大学や研究機関等と連
携し、各種講座を開催する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

教育機関等との連携を図
り、また、市民のニーズ
にあった場所や時間帯に
講座を実施するなど多種
多様な取組みを行うこと
により、受講者数増を図
る。

市内外の大学や研究機関等と連携し、各種講座を下
記の要領で開催する。
講座数：２５講座

成果維持

市内外の大学や研究機関等と連携し、各種講座を下
記の要領で開催した。
　講座数　　　　３０講座
　受講者数　５，４７３人

市内外の大学や研究機関等と連携し、各種講座を下
記の要領で開催する。また、高槻や北摂地域に関す
る講座を開講し、市民に地元の関心を高めてもらう
よう取り組む。
講座数：３０講座

成果維持

69 高等学校・大学との連携
文化芸術に関する事業等におい
て、高等学校、大学等の教育機
関と連携を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → →

文化芸術事業への参加を
通して、高校生や大学生
等が地域で活躍できる機
会を創出する。また、各
教育機関との連携のあり
方を研究する。

高槻市美術展覧会のポスターデザインを、関西大学
との協働事業として、同大学の学生に制作を依頼す
る。
また、応募があったポスターデザインの展示を行
う。

成果維持

平成２７年度第５４回高槻市美術展覧会のポスター
デザインを、関西大学との協働事業として同大学の
学生が制作した。
　採用点数：１点
　印刷枚数：４５０枚

高槻市美術展覧会のポスターデザインを、関西大学
との協働事業として、同大学の学生に制作を依頼す
る。
また、応募があったポスターデザインの展示を行
う。

成果維持

70
文化芸術を通した都市交
流の促進

(公財)高槻市都市交流協会と連携
し、文化芸術を通した都市交流
を促進する。

秘書課 実施 → →

姉妹都市及び関係団体等
と連携し、姉妹都市等へ
の訪問及び姉妹都市等か
らの来訪時、文化交流の
機会の提供や交流支援に
努める。

(公財)高槻市都市交流協会へ助成し、姉妹都市等と
の文化交流を通じた幅広い市民交流の促進に努め
る。
　【協会実施事業】
　　訪問時：交流支援
　　来訪時：受入対応及び、文化交流事業や海外文
化体験教室の開催等を通じた文化交流機会の提供

成果維持

(公財)高槻市都市交流協会へ助成し、姉妹都市等と
の文化交流を通じた都市交流の促進を図った。
　【協会実施事業】
　　訪問支援：１件
　　来訪支援：２件
　　講座及び教室の開催：１件

(公財)高槻市都市交流協会へ助成し、姉妹都市等と
の文化交流を通じた幅広い市民交流の促進に努め
る。
　【協会実施事業】
　　訪問時：交流支援
　　来訪時：受入対応及び、文化交流事業や海外文
化体験教室の開催等を通じた文化交流機会の提供

成果維持

71
学校へのアウトリーチ事
業の推進(再掲)

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、小・中学校へのアウト
リーチ事業を実施する。

文化スポーツ振興課
教育指導課

実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

Ⅱ-2-③

Ⅱ-2-② 14
地域で文化芸
術にふれる機
会の充実

15
学校や関連施
設等との連携
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事業
No.

事業名称 事業概要 担当課

平成２８年度事業計画実施年度 平成２7年度事業計画
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方針

施策
No.

施策

72
文化芸術事業への後援
・共催

市民・団体等による文化芸術事
業への後援・共催を行い、支援
する。

文化スポーツ振興課
地域教育青少年課

実施 → →
後援・共催を通じ、文化
芸術事業を奨励・援助す
る。

文化芸術事業へ後援・共催を行い、支援する。 成果維持
文化芸術事業へ後援・共催を行った。
　市長部局　　後援：７８件
　教育委員会　後援・共催：４３件

文化芸術事業へ後援・共催を行い、支援する。 成果維持

73
文化芸術事業への共催
((公財)高槻市文化振興事
業団)

(公財)高槻市文化振興事業団が行
う市民・団体等による文化芸術
事業への共催を支援する。

文化スポーツ振興課 実施 → →

事業への共催について、
よりよい文化振興のあり
方となるよう検討を行
う。

共催に関する内規に基づき、文化芸術活動を支援す
る。

成果維持
全26事業(市民協働･参画9、子ども1、古典芸能
５、クラシック音楽等5、演劇他6)にを共催した。

共催に関する内規に基づき、文化芸術活動を支援す
る。

成果維持

74 寄贈作品等の運用
寄贈作品を広く市民に公開す
る。

文化スポーツ振興課 実施 → →

寄贈作品を広く市民に公
開するため、設置箇所の
拡充等を検討する。ま
た、寄付制度の活用につ
いて研究する。

市内の芸術家からの寄贈作品について、作者の意向
等を踏まえ、広く公開される施設に設置する。
また、寄付制度について研究する。

成果維持
新たな寄贈作品はなかったが、市内の芸術家からの
寄贈作品について、市立施設において広く公開し
た。

市内の芸術家からの寄贈作品について、作者の意向
等を踏まえ、広く公開される施設に設置する。
また、寄付制度について研究する。

成果維持

75 芸術家等の表彰(再掲)
芸術家や団体等を文化の日記念
式典で表彰する。また、国・府
等への表彰推薦を行う。

文化スポーツ振興課
秘書課

(教)総務課
実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

76
文化芸術を支える人材の
育成

文化芸術を支える人材の育成講
座を検討・実施する。

文化スポーツ振興課 検討 → 実施
けやきの森市民大学を通
して、まちづくりを担う
人材育成を検討する。

文化芸術を支える人材の育成講座について他市の状
況・事例をふまえ調査検討する。

拡充

本市ゆかりの詩人である｢三好達治」にまつわる講座
や身近な「北摂地域」の文化と歴史などの講座を開
講し、地元高槻市に興味、関心を高めてもらうよう
取り組んだ。

高槻の文化と歴史等などの講座を開催し、地元高槻
市に興味、関心を高めてもらうよう取り組む。

成果維持

77
劇場を支える人材・組織
の強化

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、劇場を支えるスタッフ等
の研修を実施する。また、他の
取組等を調査・研究する。

文化スポーツ振興課 実施 → →
研修や訓練を通して、施
設のホスピタリティの向
上に努める。

事業団スタッフに対し、スキルアップだけでなく、
接遇・提案も含めた系統だった研修を通じてホスピ
タリティの向上に努めるとともに、防火等安全に関
する訓練を実施する。また、市及び事業団職員の専
門性を高めるため、(公社)全国公立文化施設協会が
行う研修等、外部研修に参加する。

成果維持

事業団スタッフに対し、スキルアップだけでなく、
接遇・提案も含めた系統だった研修を通じてホスピ
タリティの向上に努めたほか、防火等安全に関する
訓練を2回実施した。また、市及び事業団職員の専
門性を高めるため、(公社)全国公立文化施設協会が
行う研修等、外部研修に参加した。

事業団スタッフに対し、スキルアップだけでなく、
接遇・提案も含めた系統だった研修を通じてホスピ
タリティの向上に努めるとともに、防火等安全に関
する訓練を実施する。また、市及び事業団職員の専
門性を高めるため、(公社)全国公立文化施設協会が
行う研修等、外部研修に参加する。

成果維持

78 行政職員への研修
行政職員を対象に、文化に関す
る研修等を実施する。

文化スポーツ振興課
人事課

検討 → 実施

行政職員がまちづくりに
おける文化の役割につい
て理解を深めることがで
きるよう、研修を行う。

公立文化施設協会の支援員派遣制度を活用し、衛紀
生氏(可児市文化創造センター館長)を招き、行政職
員・文化振興事業団職員を対象とした研修を行う。
また、これまでの実績をふまえ、今後も引続き効果
的な研修の手法等について検討する。

拡充

公立文化施設協会の支援員派遣制度(文化庁委託)を
活用し、文化スポーツ振興課・人事課の共催で、衛
紀生氏(可児市文化創造センター)を招き、「公立文
化施設の管理運営について」をテーマに行政職員・
文化振興事業団職員を対象とした研修を行った。

国・府等の制度を活用するなど、行政職員・文化振
興事業団職員を対象とした研修を行う。
また、これまでの実績をふまえ、今後も引続き効果
的な研修の手法等について検討する。

成果維持

Ⅱ-3-①

Ⅱ-3-① 17
文化芸術活動
を支える人材
の育成

16
文化芸術活動
への支援
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79
マスメディア等への情報
提供システムの確立

地元メディアやマスメディアに
対して情報提供を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → →

公演や催し物情報の発信
を充実させるため、マス
メディアに対し、効果的
な情報提供を図る。

ホームページ、携帯サイトや関西チラシ手帖(スマー
トフォンアプリ)への情報掲載、広報誌や新聞折り込
みチラシ、ケーブルテレビやタウン誌・ミニコミ誌
などを利用して情報提供を行う。
また、新聞等の各種メディアへプレスリリースを行
う。

成果維持

ホームページ、フェイスブック、携帯サイトや関西
チラシ手帖(スマートフォンアプリ)への情報掲載、
広報誌や新聞折り込みチラシ、ケーブルテレビやタ
ウン誌・ミニコミ誌などで情報提供を行った。
また、新聞等の各種メディアへプレスリリースを
行った。

ホームページ、フェイスブック、携帯サイトや関西
チラシ手帖(スマートフォンアプリ)への情報掲載、
広報誌や新聞折り込みチラシ、ケーブルテレビやタ
ウン誌・ミニコミ誌などで情報提供を行う。
また、新聞等の各種メディアへプレスリリースを行
う。

成果維持

80
民間団体(企業・NPO等)
との連携

行政・芸術家・文化芸術団体・
企業・ＮＰＯ等の民間団体との
連携の促進を支援する。

文化スポーツ振興課 調査研究 検討 実施
各主体が連携して文化芸
術を支える仕組み・制度
づくりを行う。

様々な主体と連携できる仕組を研究する。
また、高槻市美術展覧会において、市内飲食店と連
携し、事業来場者を対象とした割引キャンペーンを
実施する。

拡充

様々な主体と連携できる仕組を研究した。
また、高槻市美術展覧会において、市内飲食店と連
携し、事業来場者を対象とした割引キャンペーンを
実施した。

様々な主体と連携できる仕組を研究する。
また、高槻市美術展覧会において、市内飲食店と連
携し、事業来場者を対象とした割引キャンペーンを
実施する。本年度は、参加店舗の拡充を図る。

成果維持

81
文化施設のネットワーク
化

文化施設間の情報共有及び事業
連携等を行う。

文化スポーツ振興課 検討 → 実施
市内外の施設との連携を
図り、広域にわたる効果
的な文化振興を行う。

北摂各市が参加する「摂津圏文化行政連絡協議会」
へ参加し、情報交換を行う。

成果維持

北摂各市が参加する「摂津圏文化行政連絡協議会」
へ参加し、情報交換を行った。
また、市民会館建替に関して、神奈川芸術劇場やい
わきアリオスへの視察を行ったほか、全国公立文化
施設協会の研修へ参加し、他の自治体、文化施設と
のネットワーク構築を図った。

北摂各市が参加する「摂津圏文化行政連絡協議会」
へ参加し、情報交換を行う。
また、市民会館建替に関して、他の文化施設への視
察を行うとともに、外部の研修へ参加することで、
他の自治体、文化施設とのネットワーク構築を図
る。

成果維持

82 文化芸術事業の情報集約
市内の文化情報を集約するとと
もに、情報発信機能を高める。

文化スポーツ振興課 検討 → 実施

市内の文化情報を情報誌
「学びのひろば」で集約
を行うほか、ホームペー
ジを活用した情報発信を
行うことを検討する。ま
た、特集ページ等その都
度工夫をこらしたページ
を作成できるよう検討す
る。

市内の文化情報を集約し、以下のとおり情報誌「学
びのひろば」を発行する。
前年度に比較的受講者数の少なかった講座について
は、画像を取りいれ視覚的に効果をつけるなど特集
ページを充実させる。
　年４回　２，５００部
　市内各施設にて配布。

拡充

市内の文化情報を集約し、以下のとおり情報誌「学
びのひろば」を発行した。
前年度に比較的受講者数の少なかった講座を特集す
るなど、受講者数の拡充に取り組んだ。
　年４回　２，５００部
　市内各施設にて配布。

市内の文化情報を集約し、以下のとおり情報誌「学
びのひろば」を発行する。また、視覚的な工夫を凝
らすなど引き続き特集ページの充実に向けた検討を
行う。
　年４回　２，５００部
　市内各施設にて配布。

成果維持

83
芸術家等の情報の把握
(再掲)

情報の活用に向けて、(公財)高槻
市文化振興事業団と連携し、高
槻市にゆかりのある芸術家・団
体に関する情報の把握・集約を
図る。

文化スポーツ振興課 調査研究 検討 → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

84
劇場公演情報等の充実
(再掲)

(公財)高槻市文化振興事業団と連
携し、高槻現代劇場での催しを
中心に、市内で行われる文化芸
術事業に関する情報を広く提供
する。

文化スポーツ振興課 実施 → → 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲 再掲

Ⅱ-3-② 18
文化芸術の
ネットワーク
構築
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